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0 1（0．82） ］（0．82 2　0．82
1 2］（］7．21） ］9（15．57） 40（16．39）
2 20（16．39） 3］（25．41） 51（20．90）
3 23（18．85） 26（21．31） 49（20．08）
4 2］（17．21） ］7（13．93） 38（15．57）
5 15（］2．30） 12（9．84） 27（1LO7）
6i ］0（8．20） 7（5．74） 17（6．97）
7［ 6（4．92） 5（4コ0） 11（4．51）
8 1（0．82） ］（0．82） 2（0．82）







N 122　　「 122 1　　244
ヌ…1 3．62　　1 3．30 i　3．46
















































































数 三角外側 その他 計

















N 122 ｜22 122 122 22 122
元 2．22 0．34 0．26 0．68 0．09 0．77




数 三角外側 その他 計























N 22　1　　122 122 122 122 122
流 2．12　　　　0．25 0．11 0．75 0．07




数 三角後側 三角外側 その他 計





























N 244 244 244 244 244 244
交 2． 0．31 0．18 0．72 0．08 0．80
σ弄1
｝

























0．15 11826．70 9924．57 21725．68
0．25 177（40．05） 170（42．18） 347（41．07）
0．35 80（18．10） 83（20．60） ］63（19．29）
0．45 32（ア．24） 25（6．20） 57（6．75）
0．55 17（3．85） 13（3．23） 30（3．55）
0．65 5（L13） 5（1．24） 10（1．18）











N 442 403　　［ 845
『父 0．29　　1 0，29　　1 0．29　　1











日後三角 日　　　後　　　窩大きさ 三角後側 三角内側 三角外側 その他 計






































N 271 45 32 83　　　　　　11 94
反　　　　0、29 0．29 0．26 0．30　　｝　0．40 0．31
旅1　　0．14 0．11 0．17 0．20　　　　0．32 0．22
表4－2：小孔の大きさと位置（左側）
、
日後三角 三角後側 三角内側 日　　後　　窩
大きさ 三角外側 その他 計

































N 259 31 13 92 8 00
戻 0．29 0．26 0．27 0．28 0．26 0．28
σ㌣一1 0．13 0．09 0コ8　　　　0」7 0．16 0．］7
表4－－3：小孔の大きさと位置（右側＋左側）
臼 後三角 三角後側 三角内側
臼 後 窩
大きさ 三角外側 そ の他 計
n ％ n ％ n ％ n　％ n ％ n ％
0．｜5 126 23．77 16 21．05 20 44．44 4928．00 6 31．58 55 28．35
0．25 216（40．75） 32（42．11） 17（37．78） 75（42．86） 7（36．87） 82（42．27）
0．35 108（20．38） 22（28．95） 1（ 2．22） 31（17．71） 】（ 5．26） 32（16．49）
0．45 42（ 7．92） 5（ 6，58） 1（ 2．22） 7（4．00） 2（10．53） 9（ 4，64）
0．55 24（ 4，53） 3（ 6，67） 3（1．71） 3（ 1．55）・
0．65 7（ 1．32） 2（1．14） 1（ 5．26） 3（ 1，55）
0．75 3（ 0．57） 1（ 1，32） 3（ 6，67） 2（1．14） 2（ 1．03）
0．85 1（ 0，19） 1（0．57） 1（ 5．26） 2（ 1，03）
0．95 2（ 0，38） 2（1．14） 2（ 1，03）
1．15 1（0．57） 1（ 5．26） 2（ 1，03）
1．25 1 0．19 2　1．14 2 1．03
N 530 76 45 175 19 194
一記 0．29 0．28 027 029 0．34 0．30
σ蓑一1 0．13 0．10 0．17 0．19 0．27 0．20
156 恩田他：下顎骨の日後窩と日後三角にみられる日後孔
表5二臼後窩に於ける小孔の出現率の他人種との比較
人 告　者 N n ％　）











ス　エ　ー　デ　ン　人 Sane，eta1． 183 34 18．58
アルゼンチン原住民
@アンデイダ族
@パ　ン　ピ　ダ　族
Schejtman，et　a1． 252
P08
P44
9336．90
R0（27．78）6343．75
アルゼンチン原住民
@アマゾニダ族
@アラカノス　（混血）
Schejtman，et　a1． 174
T4
P20
7140．80
Q1（38．89）5041，67）
デン人とアルゼンチン原住民について調査されて
いる．
　最初に統計的に計載したのはLδfgren3）で，中
世スエーデン人の発掘した下顎骨の調査を行なっ
た．その後Sagne，　et　al，4）は現代スエーデン人を，
Schejtman，　et　al．5・6）はアルゼンチン原住民と，白
色人種と原住民との混血について調査した．
　日後窩における小孔の出現率はインド人で最も
多く51．6％，次いでアルゼンチン人の40％前後で
ある．アルゼンチン人は南方パタゴニヤ地方のパ
ンビダ族（大草原系）（43．8％）にやや多く，北西
アンデス系人種であるアンデイダ族（27．8％）に
やや少ない．白色人種であるスエーデン人は非常
に低率である．Schejtman，　et　al．s｝はスエーデン
人に比べてアルゼンチソ原住民に多いことからア
メリカインディアンの特徴ではないかと推論して
いるが，材料の保存状態によるものと考えられる．
すなわち，0．1mmや0．2㎜の小孔はヲF常に小さ
く，発掘下顎骨や保存の悪いものでは見落す可能
性もある．実際にLδfgren3｝はエーベルボルト地
方人の小孔の大きさは0．3㎜からL7mm，ベス
テルヒュース地方人の小孔の大きさは0．2mmか
ら0．8㎜と乱ている（表5）．
2．部位による差
・日後孔の出現率は日後三角で最も多く，平均
2．17個存在する．それにもかかわらず日後三角の
小孔についての統計的な研究がみあたらない．次
いで多いのが日後窩で0．80個であるが，そのほと’
んどが日後三角に接した三角外側（O．72個）に存
在する．日後窩で三角外側を除いた．その他の部
位は0．08個と最も少ない．
　大きさの平均は日後窩が最も大きく0．30mm，
また日後窩でも三角外側以外のその他の部位で特
に大きく0．34㎜を乱た．この部位噸紗な
く大きい孔が存在する．次いで日後三角で0．29
mm，最も小さいのは三角内側の0．27㎜である．
3．小孔の意義
　上條1｝によるとこの付近には下歯槽動脈，頬動
脈，頬面動脈の枝が分布している．これらの動脈
の栄養孔としての役をなしている可能性が強い．
　上條1）によるとこの付近には下歯槽動脈，頬動
脈，頬面動脈の枝が分布している．これらの動脈
の栄養孔としての役をなしている可能性が強い．
いる．これらの神経の枝が小孔を通ることも考え
られる．
結 論
　インド人下顎骨122例の日後三角とその付近な
らびに日後窩にみられる日後孔を観察して，次の
結果をえた．
　1）小孔数：小孔数は2個が最も多く20．9％，
次いで3個20．1％，1個16．4％，4個15．6％であ
る．そして数が多くなるに従って減少する．最多
数は18個で，平均3．5個である．
　2）小孔の数と位置：日後三角の小孔は1個が
最も多く32．4％，次いで2個25．4％，3個15．2％
である．最高数は10個で平均2．2個である．日後窩
の小孔は0個が最も多く48．4％，次いで1個
33．6％，2個12．3％である．最多数は7個で平均
0．8個である．小孔は日後窩より日後三角の方が出
現率が高い．
　3）小孔の大きさ：小孔の最も多いのは0．25
mmで41．1％，次いで0．15　mm25．7％，0．35
mm19．3％である．最大は1．25㎜で，平均0．29
松本歯学
mmである．
　4）小孔の大きさと位置：日後三角の小孔の大
きさは最も多いのが0．25mmで40．8％，次いで
0．15mm23．8％である．最も大きいのは1．25　mm
で平均0．29mmである．
　日後窩における小孔の大きさは最も多いのが
0．25mmで42．3％，次いでO、　15　mm28．4％であ
る．最大は1．25mmで，平均0．30　mmである．
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